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～
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
～

  

瀬
峰
下
荒
町 

千
葉
芳
一
さ
ん
御
一
家

　

経
営
主
の
芳よ
し
か
ず一
さ
ん
、
文ふ
み

さ
ん
夫

婦
、
後
継
者
の
智と
も
ひ
ろ拓
さ
ん
、
妻
の
ひ

と
み
さ
ん
、
孫
の
結ゆ
う

真ま

君
、
結ゆ
い

奈な

ち
ゃ

ん
、
結ゆ

め

か
愛
花
ち
ゃ
ん
の
３
世
代
７
人

家
族
で
す
。

　

環
境
保
全
米
を
中
心
と
し
た
稲
作

28
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
和
牛
繁
殖
12
頭
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
防
止
の
た
め
造
成

し
た
牧
草
田
な
ど
、
草
地
13
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
取
材　

大
黒
昭
夫
委
員
）

農業委員会だより農業委員会だより



　

こ
の
た
び
は
、「
全
国
農
業
委
員

会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
発
刊
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
お
か

げ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
25
回
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

    
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

くりはらし農業委員会だより 2

各
農
業
委
員
会
と
も
、
力
強
い
活
動

を
行
っ
て
お
り
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

栗
原
市
農
業
委
員
会
も
、
従
来
か

ら
地
域
に
根
ざ
し
た
家
族
経
営
と
大

規
模
経
営
、
集
落
営
農
を
中
心
に
、

新
規
就
農
者
と
参
入
企
業
な
ど
、
多

種
多
様
な
農
業
経
営
を
育
成
・

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
般
の
農
地
中
間
管
理
事
業

の
５
年
後
の
見
直
し
で
、
農
業

委
員
会
は
農
地
所
有
者
の
意
向

把
握
と
地
域
の
話
し
合
い
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
以

上
に
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
を
強
化
し
、
農
家
皆

さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
の
会
長
出
席
の
も
と
、
令
和

元
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
第
１
号
～
４
号
ま
で

の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
３
農
業
委
員

会
か
ら
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

取
材
か
ら
執
筆
ま
で
担

当
し
て
い
る
13
人
の
編
集

委
員
が
特
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
こ
と
は
表
紙
で
す
。
将
来
に
夢

の
あ
る
農
業
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
、
３
世
代
・
４
世
代
家
族
を
中
心

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
活
動
の
見
え

る
化
を
基
本
に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
耕
作
放
棄
地
解
消
活
動
、
女
性
委

員
の
取
り
組
み
な
ど
、
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
若
い
農
業

者
や
地
域
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
紹

介
な
ど
、
親
し
み
を
持
て
る
誌
面
に

な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
期
に
、
こ
れ
か
ら

も
農
業
者
が
元
気
に
な
れ
る
農
業
委

　
　
　

員
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、

編
集
委
員
一
同
頑

張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
こ
れ
ま
で

以
上
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

栗
原
市

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長  

黒
　
澤
　
光
　
啓

栗
原
市
農
業
委
員
会

　

会
長  

鈴
　
木
　
康
　
則

 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

　
　
　
５
月
27
日（
月
）／
東
京
都
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９
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農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９

　

去
る
６
月
４
日
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
連
携
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
農
業
振
興
部
や
市
農
業
政
策
課
、
農
林
畜
産
課

な
ど
各
関
係
機
関
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
農
業

政
策
や
農
地
中
間
管
理
機
構
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
、
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
農
地
な
く
し
て
は
経
営
が
成
り
立
た

な
い
部
門
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
担
い
手
や
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農
業
人
口
の
減
少
は
毎

年
進
ん
で
い
る
状
態
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
耕
作

放
棄
地
、
農
地
の
荒
廃
は
緊
急
に
解
決
す
べ
き
農

村
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
し
て
、
今
後

現
場
の
皆
さ
ま
と
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
、
新
た

な
基
本
計
画
の
下
で
改

革
を
実
行
し
、
若
者
た

ち
が
希
望
を
持
て
る
強

い
農
業
と
、
美
し
く
活

力
の
あ
る
農
村
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

 
栗
原
市
農
業
委
員
会
連
携
会
議

　
　
　
６
月
４
日（
火
）／
栗
原
市
役
所
金
成
庁
舎

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　  

佐
々
木
　
耕
太
郎

　
「
農
業
経
営
の
第
三
者
へ
の
継
承
と
地
域
に
お

け
る
支
援
」
と
題
し
て
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
の
山
本
淳
子
氏
よ
り
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

兼
業
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
事
業
規
模

を
持
つ
専
業
農
家
で
も
後
継
者
不
足
が
生
じ
、
親

か
ら
子
へ
の
経
営
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
以
外
の
人
に
対
し
て
、

農
地
や
施
設
、
機
械
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
信
用

な
ど
一
体
的
に
受
け
渡
し
て
い
く
「
第
三
者
継

承
」
の
成
功
例
や
失
敗
事
例
、
支
援
の
方
法
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
少
な
い
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
先
の
後
継
者

不
足
を
考
え
る
と
、
一

つ
の
方
法
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
反
面
、
ま

だ
ま
だ
問
題
が
多
く
、

難
し
い
継
承
方
法
な
の

で
は
と
考
え
さ
せ
ら
れ

た
研
修
会
で
し
た
。

 

市
町
村
農
業
委
員
会
女
性
委
員
研
修
会

　
　
　
６
月
７
日（
金
）／
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
仙
台
市
）

農
業
委
員

　  

鈴
　
木
　
春
　
江

　

去
る
６
月
18
日
、
女
性
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
よ
る
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
各
地
域
か
ら
18
名
の
料
理
好
き
な

方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
、
昔
か
ら
伝
わ
る
郷

土
料
理
、
そ
れ
に
メ
イ
ン
の
飾
り
寿
司
な
ど
、
短

時
間
に
四
種
類
の
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今

や
ブ
ー
ム
の
ズ
ッ
キ
ー
ニ
料
理
は
、「
な
る
ほ
ど

！
」「
お
い
し
い
！
」
と
う
な
ず
き
、
郷
土
料
理

を
食
べ
た
こ
と
の
な
い
方
も
い
て
、
や
は
り
伝
承

し
て
い
く
価
値
は
あ
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

飾
り
寿
司
で
は
、
す

し
飯
を
作
る
と
こ
ろ
か

ら
目
か
ら
ウ
ロ
コ
で
、

皆
さ
ん
緊
張
と
ワ
ク
ワ

ク
で
汗
だ
く
で
し
た
。

切
り
口
が
『
四
海
』
と

呼
ば
れ
る
芸
術
的
な
模

様
と
、
四
角
形
の
出
来

上
が
り
に
満
足
し
て
の

学
習
会
で
し
た
。 

 

地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室

　
　
　
６
月
18
日（
火
）／
金
成
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　  

熊
　
谷
　
初
　
美



● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

● ● ● ● ● ● ● ●

くりはらし農業委員会だより 4

　

水
稲
と
レ
ン
コ
ン
栽
培
を
営
ん
で

い
る
、
若
柳
敷
味
地
区
の
大
場
隆
さ

ん
、
慶
久
さ
ん
親
子
は
、
１
月
９
日

に
家
族
経
営
協
定
を
締
結
さ
れ
ま
し

た
。
後
継
者
の
慶
久
さ
ん
は
、
大
学

校
で
農
業
経
営
等
を
学
び
、
昨
年
４

月
に
就
農
し
ま
し
た
。
隆
さ
ん
の
作

業
補
助
を
し
な
が
ら
、「
栗
原
伊
豆

沼
レ
ン
コ
ン
育
成
協
議
会
」
に
参
加

し
、
レ
ン
コ
ン
の
栽
培
技
術
を
習
得

中
で
す
。
現
在
レ
ン
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
慶
久
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
作

業
を
進
め
て
お
り
、
慶
久
さ
ん
名
義

で
レ
ン
コ
ン
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
後
の

経
営
拡

大
に
つ

い
て
決

意
を
語

っ
て
く

れ
ま
し

た
。

　

２
月
26
日
に
は
、
一
迫
竹
の
内
地

区
の
黒
澤
善
広
さ
ん
、
妻
の
和
香
さ

ん
ご
夫
婦
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
善
広
さ
ん
は
、
平
成
29
年
度
に

勤
め
先
を
早
期
退
職
さ
れ
、
専
業
農

家
と
な
り
ま
し
た
。
播
種
、
田
植
え

や
稲
刈
り
な
ど
繁
忙
期
は
、
10
数
人

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
協
定
書
を
活
用
し
て
認
定

農
業
者
で
あ
る
和
香
さ
ん
と
共
同
申

請
を
行
い
、
水
稲
作
付
面
積
を
20
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
に
増
や
し
た
い
と
目

標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

家
族
の
約
束 

～
家
族
経
営
協
定
～

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営
の
方
針
や
、
家
族
経
営
で
曖
昧
に
な
り
が

ち
な
労
働
報
酬
、
就
業
条
件
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
、
文
書
化
に
し
て
『
見

え
る
化
』
す
る
こ
と
で
す
。
協
定
を
締
結
さ
れ
た
二
家
族
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲若柳の大場さん親子

▲一迫の黒澤さん夫婦

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込みは・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９

■『遊休農地の把握と発生防止』『農地の違反転用の発生防止』
　のため、各地区の農業委員、農地利用最適化推進委員、
　担当職員が巡回します。

農地内に立ち入ることもありますが、
ご理解とご協力をお願いします。

※遊休農地とは？※遊休農地とは？
・現に耕作などが行われておらず、今後も維持管理、農作物の
　栽培が行われる見込みのない農地
・農作物の栽培は行われているが、農業上の利用の程度が周辺
　農地と比べ、著しく劣っている農地

■調査の結果、遊休農地と判断された土地所有者等に利用意
　向調査を行います。

■遊休農地は、こんなに恐ろしい！
・雑草の繁茂による害虫等の温床となる
・イノシシなどの有害鳥獣の隠れ場所となる
・ごみの不法投棄・火災の発生など…
　　　近隣農地や周辺住民に大変な迷惑となります。

■管理が難しくなったら…
大切な農地を担い手・中間管理機構へ貸し付けませんか？
お近くの農業委員や農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局にご相談ください。

農地の
適正な管理を
お願いします！

農地パトロール（利用状況調査）と
利用意向調査の流れ
８月

９月

11月

翌年1月

８月

９月

11月

農地パトロール
（利用状況調査）

農業委員会→土地所有者等へ
利用意向調査の発出

土地所有者等→農業委員会
意向回答
　・自ら耕作する
　・農地中間管理事業を利用
　・他者に貸し付ける

次の農地パトロールで、意向
どおりに実施されているか現
地を確認

遊休農地が解消されない場合
は、農地中間管理機構との協
議を勧告

農地パトロール（利用状況調査）と農地パトロール（利用状況調査）と
利用意向調査を実施します利用意向調査を実施します
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農地中間管理事業の仕組み農地中間管理事業の仕組み

　後継者が不在あるいは農業を継いでもらえるのか「今後の営農が不安」な方や「農業機械の更新
の時期で悩んでいる」方、または「農業規模を拡大したい」方は、ぜひ本事業をご検討ください。
農地を貸出し農業をリタイヤした農家には、面積に応じて「経営転換協力金」が交付される支援も
あります。

出
し
手

受
け
手

出
し
手

受
け
手

貸したい!

借りたい!

市
町
村
・
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
機
構

利
用
調
整
活
動

①出し手から農地を借受け

②必要な場合は簡易な条件
　整備等を実施（※）

③受け手（認定農業者等）へ
　の農地集積に配慮し貸付

（※出し手・受け手の負担に
　よる整備や農地整備補助事
　業の活用を基本とします。）

安心して
任せられる!

メリット

機構集積
協力金の交付!

農地が
まとまった!

機構から
借受け

農地中間管理機構
（農地集積バンク）
【みやぎ農業振興公社】機構へ

貸付け

公募に
応募

【農地中間管理事業の問い合わせ先】
　　宮城県農地中間管理機構　公益社団法人みやぎ農業振興公社　　　　☎022（275）9192
　　宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所農業振興部　　　　　　　☎0228（22）2268
　　栗原市農林振興部農林畜産課　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0228（22）1136
　　栗原市農業委員会事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0228（42）1239
　　新みやぎ農業協同組合営農部営農企画課　　　　　　　　　　　　　☎0228（25）9014

相　談　
手続き等

相　談　
手続き等

　なお，この制度に関するご質問やご相談については，下記のとおり
相談窓口を設置しておりますので問い合わせください。

・公的機関が農地を預かるので安心です。
・農地中間管理機構から直接賃借料を受け取ることがで
　きます。
・契約期間満了後は、確実に農地が戻ります。
・要件を満たせば「機構集積協力金」の交付が受けられ
　ます。
・農地に関連した税制面での優遇措置が適用されます
（固定資産税の軽減措置、相続税、贈与税の納税猶予）。

・まとまりのある農地を借りることが
　でき、農作業の効率化とコストダウ
　ンが見込めます。
・農地の貸し手が複数いても、機構と
　の契約だけで済みます。
・賃借料の支払いは、口座振替で便利
　です。

出し手のメリット 受け手のメリット

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９
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令和元年度農業委員会総会開催予定日と事前予約
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

申 請 期 日 １３日（火） １０日（火） １０日（木） １１日（月） １０日（火） １０日（金）

総会開催日 ２８日(水） ２６日（木） ２９日（火） ２７日（水） ２５日(水） ２９日（水）

※諸事情により、申請締切および総会開催日が変更となる場合があります。

農業委員会事務局  ☎ 4 2 - 1 2 3 9
築 館 総 合 支 所  ☎ 2 2 - 1 1 1 4
若 柳 総 合 支 所  ☎ 3 2 - 2 1 2 4
栗 駒 総 合 支 所  ☎ 4 5 - 2 1 1 4
高清水総合支所  ☎ 5 8 - 2 1 1 3
一 迫 総 合 支 所  ☎ 5 2 - 2 1 1 4
瀬 峰 総 合 支 所  ☎ 3 8 - 2 1 1 4
鶯 沢 総 合 支 所  ☎ 5 5 - 2 1 1 4
金 成 総 合 支 所  ☎ 4 2 - 1 1 1 4
志波姫総合支所  ☎ 2 5 - 3 1 1 4
花 山 総 合 支 所  ☎ 5 6 - 2 1 1 4

【相談予約・お問合せ先】

事前予約のお願い！（申請・届出・相談など）
　申請や届出・相談（農地の転用・権利の移動、非農地
証明など）のお客様で窓口が込み合い、長時間お待ちい
ただくことがあります。
　大変お手数ですが、農業委員会事務局または各総合支
所市民サービス課産業建設係に事前予約のうえ、ご来
庁いただきますようご協力をお願いいたします。

農地法第３条
農地の

賃貸借・売買等

農地法第４条
自己所有地を
転用する場合

農地法第５条
権利を設定・移動
して転用する場合

農用地利用集積計画
認定農業者等への

賃貸借・売買等

非農地証明
使用されている土
地について農地で
ないことの証明

空き家に付属する
農地の指定申請

３月 32件（291,678㎡） 0件　（0㎡） 4件（5,129㎡） 143件（1,030,890㎡） 1件　（15㎡） 0件　（0㎡）

４月 32件（147,437㎡） 0件　（0㎡） 10件（8,543㎡） 76件　（739,497㎡） 2件（1,299㎡） 0件　（0㎡）

５月 19件（84,240㎡） 2件　（229㎡） 9件（7,843㎡） 20件　（127,950㎡） 1件（1,526㎡） 0件　（0㎡）

６月 17件（135,326㎡） 1件（1,256㎡） 14件（6,345㎡） 12件　（96,943㎡） 1件　（87㎡） 1件（776㎡）

農業委員会審議状況

農
家
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｑ
１
農
地
転
用
と
は
？

Ａ
１

Ｑ
２
無
断
で
農
地
を
転
用
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

Ａ
２

　
　
　
　
　

農
地
を
農
地
以
外
（
宅
地
や
雑
種
地
な
ど
）

　
　
　
　

に
使
用
す
る
場
合
は
、
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
例
】

　

○
農
地
に
住
宅
、
工
場
、
太
陽
光
発
電
施
設
、
農
業
用

　
　

施
設（
一
定
面
積
以
上
の
も
の
）等
を
建
築
す
る
場
合
。

　

○
農
地
を
駐
車
場
、
資
材
置
場
、
私
道
と
し
て
使
用
す

　
　

る
場
合
。

　

○
造
林
の
た
め
農
地
に
植
林
す
る
場
合
。

　

○
農
地
に
建
設
工
事
な
ど
に
伴
う
現
場
事
務
所
、
資
材

　
　

置
場
、
残
土
置
場
等
と
し
て
一
時
的
に
使
用
す
る
場

　
　

合
。

　

※
経
営
移
譲
年
金
や
特
例
付
加
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

　
　

る
場
合
は
、
支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
　

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
の
転
用
を
行
っ
た
場

　
　
　
　

合
は
、
農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
都

道
府
県
知
事
か
ら
、
工
事
の
中
止
、
農
地
へ
の
原
状
回
復

等
の
命
令
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

違
反
転
用
や
原
状
回
復
命
令
違
反
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。（
農
地
法
第
64
条
、

67
条
）

　

○
個
人　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下

　
　
　
　
　

の
罰
金

　

○
法
人　

１
億
円
以
下
の
罰
金

みんなで、読もう ! 　全国農業新聞 発行日　毎週金曜日　購読料／１ヶ月700円（送料込）
お申し込み・お問い合わせは、栗原市農業委員会事務局まで　☎（４２）１２３９
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農
業
者
年
金
加
入
者
に

　
　
　

  

　イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

経営移譲年金受給者は
農地の移動にご注意ください！
経営移譲年金受給者は
農地の移動にご注意ください！

農業関係の諸名義も
ご注意を！
農業関係の諸名義も
ご注意を！

　農業者年金のうち経営移譲年金および特例付加年金は、農業経営を後継者等に譲り、
農業経営から引退することを条件に支給される年金です。
　後継者等へ貸付けた農地を売買したり農地以外に転用すると、経営移譲年金が支給
停止や減額となる場合があります。
　また、当初の貸借の相手から違う相手に貸しなおしをする場合でも、貸借の方法や
相手方の要件によっては支給停止や減額となることがあるため、注意が必要です。

　経営移譲したにも関わらず以下の名義を年金受給者に戻した場合は、農業経営を再
開したものと捉えられますのでご注意ください。

●経営所得安定対策等
　交付金の申請名義

●農業共済（NOSAI）の
　加入名義

●農業所得に係る
　納税申告の名義

　

清
太
さ
ん
は
、
水
稲
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
い
ち
ご
20
ア
ー

ル
、
繁
殖
牛
４
頭
を
経
営
す
る
専
業
農
家
で
す
。
特
に
清

太
さ
ん
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
い
ち
ご
で
、
土
づ
く
り

に
こ
だ
わ
っ
た
栽
培
を
心
が
け
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
お
宅
に
は
ヤ
ギ
や
烏う
こ
っ
け
い

骨
鶏
も
飼
わ
れ
、
ま
た
ご
両
親

の
穏
や
か
な
性
格
も
相
ま
っ
て
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
環
境

で
、
農
作
業
が
忙
し
い
中
で
も
「
楽
し
い
で
す
」
と
終
始

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
は
、
認
定
農
業
者
で
も
あ
る
お
父

様
（
佐
藤
清
輝
さ
ん
）
に
そ
の
有
意
性
を
伝
え
ら
れ
勧
め

ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
生
涯
資
金
の
一
助

と
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
制
度
だ

と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
農
業
者
年
金
加
入
と
い
う
安
心
感
を
も
っ
て

農
業
を
頑
張
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
（
取
材　

大
場
裕
之
委
員
）

築
館
上
宮
野　

 

佐
　
藤
　
清せ
い

　
太た

さ
ん（
32
）

農業者年金に加入しましょう ! 農業者年金は農業者の方なら広く加入できる年金です。
詳しくは、農業委員会事務局へお問い合わせください。　☎（４２）１２３９



み～つけた!! 「サロン・ド・テ・クリハラ」
☎０２２８（３２）３９１６

〒989-5501　栗原市若柳川北大袋前16-1

おいしい
　お店
　若柳川北に遠くからすぐわかる三角屋根の白い建物。伏見
友晴さん麻実さんご夫妻、麻実さんのご両親がやりたいと
言っていた夢を一緒に叶えたカフェです。
　田園風景のなか、ゆっくりと時間が流れる異空間で、紅茶
を中心に焼菓子とカレー・パスタ等の軽食を楽しめます。
　カフェを始めたとき、友晴さんは農業もしたいと考えたそ
うですが、姿がよく見えるガラス張りの厨房を受け持ち、と
ても忙しそうです。
　「長靴のままで一服に来てほしい、そういうカフェにした
い」と話す麻実さんの笑顔はとても素敵でした。

　（取材　千葉優子委員）　

【営業時間】10：00～ 18：00
　定休日／水・木曜日
　　　　（臨時休業あり。要確認。）

ふし み

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原

農
業
し
た
い
ま
ち 

栗
原
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地
域
で
温
か
く
見
守
り

金
成
藤
渡
戸
　
佐
　
竹
　
翔
　
太
さ
ん
（
21
）

　

母
親
の
実
家
で
あ
る
金
成
藤

渡
戸
で
稲
作
経
営
を
行
っ
て
い

る
、
祖
母　

千
葉
す
み
子
さ
ん

の
後
継
者
と
し
て
、
今
年
四
月

に
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　

幼
少
期
か
ら
高
校
在
学
中
ま

で
、
祖
父
母
の
農
作
業
の
手
伝

い
を
し
に
仙
台
市
か
ら
来
て
い

ま
し
た
が
、「
家
に
は
後
継
者

が
い
な
い
の
で
、
米
作
り
は
で

き
な
く
な
る
。」
と
い
っ
た
話

を
聞
き
、
自
分
が
継
ぐ
こ
と
を

決
心
し
ま
し
た
。

　

登
米
市
の
農
業
法
人
で
稲
作

と
野
菜
栽
培
の
二
年
間
の
研
修

を
終
え
就
農
し
ま
し
た
が
、
農

業
経
営
を
指
導
し
て
も
ら
う
は

ず
だ
っ
た
尊
敬
す
る
祖
父　

千

葉
公
平
さ
ん
が
二
年
前
に
亡
く

な
り
、
今
は
祖
母
と
二
人
で
米

作
り
に
奮
闘
中
で
す
。
佐
竹
さ

ん
は
、「
今
後
は
稲
作
だ
け
で

は
な
く
、
野
菜
栽
培
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。
今
は
い
ろ

い
ろ
な
種
類
を
試
作
中
で
す
。」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
地
区
で
は
、
数
年
ぶ
り
の

新
規
就
農
者
の
誕
生
で
す
。
み

ん
な
で
温
か
く
見
守
り
、
支
え

な
が
ら
、
将
来
地
域
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
取
材　

阿
部
一
信
委
員
）

■2019（令和元）年８月１日発行　第41号　■発行／栗原市農業委員会　■編集／栗原市農業委員会だより編集委員会
〒989-5171 宮城県栗原市金成沢辺町沖200番地 ☎ 0228（42）1239 ファクス 0228（42）1249　電子メール nogyoiinkai@kuriharacity.jp

～
将
来
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
に
�
～

　
「
駒
す
が
た
」「
種
ま
き
坊
主
」

と
言
わ
れ
る
栗
駒
山
の
残
雪
を
見

な
が
ら
、
田
植
え
の
準
備
を
し
て

き
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
た
先
人
た

ち
の
知
恵
も
、
今
は
文
明
の
進
展

と
と
も
に
消
え
ゆ
く
農
村
の
原
風

景
の
中
で
、
そ
よ
風
に
な
び
く
田

ん
ぼ
の
姿
に
豊
穣
の
秋
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
、
市
民
と
農
業
委
員
会
を

つ
な
ぐ
「
く
り
は
ら
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
が
、
第
25
回
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
誉
れ
高
き
最
優
秀
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
、

一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
創
刊
以
来
編
集
に
携
わ
ら
れ

た
先
輩
委
員
の
努
力
の
結
晶
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
深
甚
な
る
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
受
賞

を
誇
り
に
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
愛

さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
吉
田　

優
俊
委
員
）

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記


